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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞
・10/30（木）午前中、消防査察実施。対応：小林

・10/31（金）向井敦子様　デイケア見学予定。

＜利用者様情報＞

高橋　洋子　様～来所時より眩暈を訴え､静養室で休んでいる。昼頃になると､表情を硬くして｢具合悪いから帰る｣等と強く訴えており､長女へ電話連絡し状況を伝える。自宅では､冷蔵庫の中を漁る､店に買い物に行く等しており､｢元気に見えるから､定時までいてほしい｣との話があり､本人へも説明。しかし､その後も不調を訴えており､長女へ再度確認し帰宅。帰宅時､笑顔で元気そうにしており､体調はどうか確認すると､にやっと笑っている。

古川　富蔵　様～H26.10.29退院後､本日よりデイナイトケアの利用を開始。昨日夕食時､デイナイトケアに来所した際は笑顔で周囲に挨拶をしていたが､本日は緊張している様子があり､他利用者から挨拶されても固まっていることが目立っていた。昨晩、血圧高値（147/98mmHg）だが､本人は｢普段から130くらいだ｣等と話している。｢北病棟に戻りたい｣とのことで､理由を聞くと､｢ここの味噌汁が冷たい。病院だと熱々だった｣と話している。

小野寺　ノリ様～昨日､嘔吐したものの､バイタル異常なく､以後も不調を訴えることはない。本日も不調を訴えることはなく､落ち着いて過ごしている。

＜外来情報＞
奥山　以依子様～本日､インフルエンザ予防接種を施行。

カンファレンスシート（川村　享様）
実施日：H26年10月30日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：小林・油津・會津
参加者：小林・櫻田・三浦・會津・小屋敷
検討内容　計画・目標の見直し
	氏名
	川村　享
	性別
	男
	年齢
	61
	生年月日
	S28年6月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

	本人希望
	再発せずに健康に過ごしたい。

	家族希望
	通所での入浴、週5日の通所を希望。

身の回りの事（洗濯等）を行えるようになって欲しい。

	入院歴
	計　4　回（詳細不明）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H21年11月16日～現在（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	家族構成：母､弟の3人暮らし

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	母親に迷惑をかけないように生活を送りたい。
	①自分のことは自分で行う。
	①自分ができる手伝いは行う。
	①家の手伝い（買い物、洗濯、ゴミ捨て等）を行う。

	
	②自分のことは自分で行う。
	②入浴と更衣を、週2回行う。（火：青陽館、日：銭湯）
	②入浴と更衣を、週2回行う（火：青陽館、日：銭湯）。入浴していない時は、スタッフから声をかける。

	
	自分のことは自分で行う。
	③体重増加しないようにする。（目標60kg）
	③運動プログラムには毎日参加する。間食・飲酒は控える。スタッフは、食事摂取状況の確認と体重測定、運動プログラムへの参加促しを行う。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自分ができる手伝いは行う。
	買い物･ゴミ出し･布団上げ･仏壇のお供え等の手伝いをしているものの､本人いわく｢そんなに多くやっていない｣とのこと。

買い物は､母親に頼まれたものを購入しており､与えられた役割をこなしている。
	手伝いをしてほしいというのは母親の希望。本人は単身生活の経験があることや､依頼すると即座に実施できていることから､家事を行う能力はある程度有している。しかし､陰性症状及び本人の性格（母親がやってくれるからやらなくても良い等）により､自ら行うことが殆どない。実行する家事手伝いについて､具体的な内容を本人と検討する必要がある。

	②入浴と更衣を、週2回行う。（火：青陽館、日：銭湯）
	職員からの促しがなくとも自主的に入浴しており､道具も持参している。
	入浴すると､キレイに身体を洗うことが出来ており､出来ないのではなく､入浴する意欲が低下している可能性もある。しかし､最近は自ら毎週火曜日に入浴することが出来ており､改善傾向。それでも入浴する回数は少ない為､徐々に増やせるよう介入していく。

	③体重増加しないようにする。（目標60kg）
	10月の体重は67.6kg（9月は66.6kg）。

食事については､｢ご飯を減らしている｣と話しているが､時折スーパーで袋菓子を購入。

運動療法やエアロビクスには積極的に参加。加齢に伴う左足の痛みがあり､湿布を処方されている。
	本人としても､｢60kgまで痩せたい｣という希望があり､運動療法等へも積極的に参加しているが､左足の痛みにより長時間は行えない様子。左足の痛みが軽減できるようストレッチを導入していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	母親に迷惑をかけないように生活を送りたい。
	①自分ができる手伝いは､行えるようになる。
	①毎週土曜日､洗濯か食器洗いが出来るようになる。
※本人と話し合い､手伝い内容を具体的に決める。
	①毎週土曜日､洗濯か食器洗いが出来るようになる。職員は､手伝いの状況を確認し､評価･助言を行う。月1回程度家族へ電話連絡し､状況や意向を確認して､必要に応じて本人の役割を増やしていく。

	
	②定期的な入浴を継続できる。
	②入浴と更衣を週2回継続できる。（火：青陽館、日：銭湯）
	②入浴と更衣を、週2回行う（火：青陽館、日：銭湯）。入浴していない時は、スタッフから声をかける。入浴を行うことに対する意識付けについて介入していく。

	
	③60kgまで体重を減量することが出来る。
	③66kgまで体重を減量することが出来る。
	③運動療法等に参加する。職員は､間食量を確認して1週間の間食量を本人と検討する。また､昼食後に足の運動を職員とともに行い､職員からも声をかけて一緒に実践する。


